
迎
春 

 
 

農
林
水
産
常
任
委
員
会
・副
委
員
長 

 
 

福
岡
県
議
会
議
員 

神
﨑 

聡 

昭
和
37
年
９
月
20
日
生
、
平
成
23
年
４
月
、

福
岡
県
議
会
議
員
初
当
選
。
添
田
町
立
添
田

小
学
校
・添
田
中
学
校
、
福
岡
県
立
田
川
高

等
学
校
、
日
本
大
学
商
学
部
卒
。 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 
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ﾍﾟｰｼﾞ 

ツイッター 

 

 
 

 

新
年
を
迎
え
ら
れ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

九
月
定
例
県
議
会
で
は
、
３
度
目
の
代
表
質

問
を
致
し
ま
し
た
。
地
元
田
川
か
ら
も
傍
聴

に
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
県
政
全
般
に
渡
り
、
知

事
・教
育
長
・県
警
察
本
部
長
に
質
問
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
で
は
理
事

を
拝
命
し
、
さ
ら
に
十
二
月
定
例
県
議
会
も

一
般
質
問
に
挑
み
ま
し
た
。
議
員
と
し
て
、
す

べ
て
の
本
会
議
で
壇
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
す
べ
て
田
川
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
だ
と
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
、
今
年
の
４
月
は
、
４
年
間
、
県
政

の
場
で
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
議
会
活
動
・

議
員
活
動
の
評
価
を
、
田
川
の
皆
さ
ん
に
問
わ

れ
る
選
挙
の
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 

私
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
頂
い
た
負
託
に

応
え
る
た
め
、
田
川
の
新
産
業
や
企
業
誘
致
な

ど
雇
用
創
出
に
、
学
力
低
下
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
教
育
問
題
に
、
田
川
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
観
光
戦
略
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し

て
、
施
策
を
提
言
し
、
県
執
行
部
と
と
も
に
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
成

果
を
よ
り
具
体
的
に
、
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
頑
張

り
た
い
と
心
に
誓
って
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
、
ま
た
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

９月定例県議会～代表質問 ３度目の代表質問！ 
一．知事の政治姿勢について 

 ①地方再生 

 ②九州の観光戦略 

 ③航空機産業の誘致 

 ④オスプレイ問題 

一．本県の観光戦略について 

 ⑤軍師官兵衛後の福岡ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

 ⑥添田町歴史的風致維持向上計画 

 ⑦福岡ソフトバンクホークス 

一．公立学校教育の振興方針 

 ⑬県立専門高校の取り組み 

 ⑭小中一貫教育について 

 ⑮中高一貫教育校による地元中  

 学校教育への影響及び取り組み  

一．暴力団対策について 

 ⑯暴力団壊滅に向けた取り組み 

一．農業問題について 

 ⑧本県農業の振興 

 ⑨農産物の輸出 

 ⑩ふくおかエコ農産物・ＧＡＰ(ｷﾞｬｯﾌﾟ) 

 ⑪農外からの新規参入者の拡大 

 ⑫キウイフルーツのかいよう病対策と 

  今後の振興 

スマート

フォンで

も県議会

録画中継 



 

９
月
定
例
県
議
会
代
表
質
問 

 
 
 
 

神
崎
聡
～
代
表
質
問
冒
頭 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
食
と
緑
を
守
る
緑
友

会
・清
進
福
岡
県
議
団
の
神
崎
聡
で
す
。 

 

天
地
初
め
て
発
は
れ
し
時
に
、
高
天
原
に
成

り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
。
次
に
高
御

産
巣
日
神
。
次
に
神
産
巣
日
神
。
こ
の
三
柱
の

神
は
、
並
に
独
神
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し

き
。 

 

古
事
記
の
、
本
文
の
冒
頭
、
天
地
の
は
じ
ま
り

の
一
節
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、
高
円
宮
家
典

子
さ
ま
と
出
雲
大
社
の
千
家
国
麿
さ
ん
が
１
０

月
５
日
に
ご
成
婚
さ
れ
る
と
こ
と
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
古
事
記

や
日
本
書
紀
に
あ
る
「
国
譲
り
」
の
神
話
で
は
、

皇
室
の
始
祖
で
あ
る
天
照
大
神
の
子
が
出
雲
大

社
に
奉
ら
れ
る
大
国
主
大
神
か
ら
出
雲
の
国

を
譲
り
受
け
る
物
語
が
あ
り
ま
す
が
、
国
を
譲

る
代
わ
り
に
建
造
さ
れ
た
の
が
出
雲
大
社
で
、

大
国
主
大
神
に
仕
え
た
天
照
大
神
の
次
男
、
天

穂
日
命
が
、
千
家
家
が
務
め
る
出
雲
国
造
の
祖

神
と
さ
れ
ま
す
。 

日
本
神
話
は
古
代
日
本
の
主
権
者
・
祭
祀
者
で

あ
り
ま
し
た
天
皇
家
の
皇
統
と
の
、
深
い
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
九
州
は
、
神
話
・伝
説
に
ま
つ
わ
る
日
本
発

祥
の
地
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
国
際
社
会
に
九

州
を
紹
介
す
る
時
、
「神
話
と
伝
説
の
九
州
・

日
本
誕
生
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
」 

そ
ん
な

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
、
海
外
向
け
に

九
州
の
知
名
度
は
よ
り

高
ま
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

代
表
質
問
全
文
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
見
て
下
さ
い
。 

【小
川
知
事
】  

③ 

世
界
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
数
は
、
現
在
の
約
１
万 

９
千
機
か
ら
、
２
０
年
後
に
は
約
２
倍
の
３
万
７ 

千
機
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間 

お
け
る
更
新
需
要
約
１
万
４
千
機
を
加
え
る 

と
、
３
万
２
千
機
を
超
え
る
大
き
な
需
要
が
生 

み
出
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
航 

空
機
産
業
は
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
産
業
と 

考
え
て
い
る
。 

 

本
県
に
は
、
２
４
時
間
運
用
可
能
な
北
九
州 

空
港
が
あ
り
、
周
辺
地
域
に
は
充
実
し
た
交
通 

イ
ン
フ
ラ
や
、
工
業
用
地
が
あ
る
。
ま
た
、
自
動 

車
や
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で
培
っ
た
高
い
技
術
力
を
持 

つ
企
業
や
豊
富
な
理
工
系
の
人
材
が
あ
る
。 

 

県
で
は
、
産
学
官
で
構
成
す
る
「
福
岡
県
航 

空
機
産
業
振
興
会
議
」
を
設
立
し
、
現
在
、
地 

元
企
業
の
参
入
可
能
性
が
高
い
航
空
機
産
業 

分
野
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
企
業
に 

対
し
、
航
空
機
部
品
の
品
質
管
理
の
た
め
の
認 

証
取
得
や
部
材
の
表
面
処
理
技
術
等
の
技
術 

支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
本
県
の
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
地
元 

で
の
取
組
み
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
航
空
機 

関
連
企
業
に
対
す
る
誘
致
活
動
に
全
力
を
あ 

げ
て
取
り
組
む
。 

【神
崎
議
員
】
③
航
空
機
産
業
の
将
来
性
と
本

県(

京
築
・田
川
地
域
）
への
誘
致
に
つ
い
て  

【小
川
知
事
】  

② 

外
国
人
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
、
さ
ら 

な
る
増
加
を
図
る
た
め
、
現
在
、
県
内
の
市
町 

村
、
観
光
協
会
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
観
光
施
設
等 

に
対
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制 

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
そ 

の
も
の
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と 

な
ど
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。 

一
方
、
国
に
お
い
て
、
訪
日
外
国
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利 

用
環
境
整
備
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
本 

年
６
月
に
策
定
さ
れ
、
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ 

（
シ
ム
）
カ
ー
ド
、
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
様
々 

な
方
法
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
環
境
を
整
備
し 

て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
た
。 

 

今
後
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
観
光 

施
設
や
市
町
村
等
に
対
し
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
は
じ
め 

と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
環
境
整
備
の
重
要
性
に
つ 

い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
国
の
取
組
み
も
参 

考
に
し
な
が
ら
、
訪
日
外
国
人
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

利
用
環
境
の
県
と
し
て
の
整
備
方
法
等
に
つ
い 

て
、
検
討
し
て
い
く
。 

【神
崎
議
員
】
⑥
添
田
町
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
及
び
添
田
町
に
よ
る

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
構
想
への
協
力
と
伝

統
家
屋
や
英
彦
山
に
ま
つ
わ
る
祭
り
や

神
楽
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て  

【小
川
知
事
】  

⑥ 

英
彦
山
の
自
然
保
護
と
利
用
増
進 

を
図
る
た
め
、
県
で
は
、
添
田
町
と
連 

携
し
、
登
山
道
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
イ
オ 

イ
レ
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
今
年 

度
か
ら
は
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
護
対 

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
添
田
町
に 

よ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
国 

定
公
園
の
利
用
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と 

が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
後
、
町
が
具 

体
的
な
検
討
を
行
う
際
に
は
、
県
も
助 

言
等
必
要
な
協
力
を
行
う
。 

 

霊
峰
英
彦
山
や
重
要
文
化
財
で
あ
る 

中
島
家
住
宅
は
、
田
川
地
域
に
お
い 

て
、
炭
鉱
に
並
ぶ
優
れ
た
地
域
資
源
で 

あ
る
。
添
田
町
の
「
歴
史
的
風
致
維
持 

向
上
計
画
」
で
は
、
英
彦
山
神
宮
の
参 

道
保
存
整
備
や
中
島
家
住
宅
な
ど
の 

伝
統
家
屋
の
保
存
・
活
用
、
景
観
保
全 

の
た
め
の
街
な
み
整
備
、
伝
統
芸
能
を 

継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
支
援
な 

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が 

実
現
す
る
と
、
地
域
資
源
の
価
値
が
一 

層
高
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
県
で 

は
、
「
田
川
ま
る
ご
と
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン 

ト
、
体
験
交
流
ツ
ア
ー
を
活
用
し
、
英 

彦
山
の
自
然
を
は
じ
め
伝
統
家
屋
や
地 

域
の
祭
り
な
ど
を
、
本
県
を
代
表
す
る 

地
域
資
源
と
し
て
広
く
発
信
す
る
こ
と 

に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
、 

田
川
地
域
の
振
興
に
努
め
る
。 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

 
 

知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

【神
崎
議
員
】②
九
州
の
観
光
戦
略
と
し
て
の
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
化
の
整
備
促
進
に
つ
い
て 

http://kouzakisatoshi.fc2

-rentalserver.com/

hpgen/HPB/files/

daihyoushi-

tumon201409.pdf 

 

 

代
表
質
問
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
（番
号
は
表
紙
と
対
比
） 

 

 

本
県
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て 



 

 

農
業
問
題
に
つ
い
て 

【神
崎
議
員
】⑩
ふ
く
お
か
エ
コ
農
産
物
の
拡
大
・

Ｇ
Ａ
Ｐ
（ギ
ャ
ッ
プ
）に
つ
い
て
⑪
農
外
か
ら
の
新

規
参
入
者
の
拡
大
に
つ
い
て 

【小
川
知
事
】  

⑪ 

昨
年
度
の
新
規
就
農
者
は
、
２
０
８
名
と
２ 

年
連
続
で
目
標
の
２
０
０
名
を
超
え
た
。
こ
の
う 

ち
、
非
農
家
で
あ
る
新
規
参
入
者
は
、
平
成
２ 

３
年
度
は
２
５
名
だ
が
、
２
５
年
度
は
６
６
名
と 

大
幅
に
増
加
し
、
過
去
最
大
。
新
規
参
入
者
の 

多
く
は
、
住
宅
の
確
保
や
当
面
の
生
活
費
な 

ど
、
農
村
部
で
の
生
活
に
不
安
。
県
で
は
、
市
町 

村
に
営
農
か
ら
生
活
関
連
ま
で
一
体
的
に
受 

け
付
け
る
相
談
窓
口
の
開
設
を
進
め
る
と
と
も 

に
、
国
の
給
付
金
制
度
を
活
用
し
て
、
就
農
前 

後
の
所
得
の
確
保
を
支
援
。 

 

ま
た
、
新
規
参
入
者
に
対
し
て
は
、
経
営
改 

善
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
こ 

と
か
ら
、
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
営
農 

講
座
の
開
催
や
個
別
の
現
地
巡
回
で
、
き
め
細 

か
な
技
術
・
経
営
指
導
を
実
施
。
県
と
し
て
は
、 

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
農 

外
か
ら
の
新
規
参
入
者
の
確
保
に
努
め
る
。 

【城
戸
教
育
長
】  

⑮ 

既
設
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
元
に
お
い 

て
は
、
市
町
村
立
中
学
校
と
の
人
事
交
流
や
研 

修
会
等
に
よ
り
、
教
育
活
動
や
学
校
運
営
の
改 

善
に
向
け
た
刺
激
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。 

 

新
設
校
に
お
い
て
は
、
切
磋
琢
磨
に
よ
る
互
い 

の
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
従
来
か
ら
の
人 

事
交
流
や
研
修
会
の
ほ
か
、
体
験
学
習
や
公
開 

授
業
等
に
中
学
生
や
教
員
を
招
く
こ
と
を
検 

討
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
し
て
、
授
業
ス
キ
ル 

や
中
・
高
の
接
続
に
配
慮
し
た
授
業
方
法
等
が 

共
有
さ
れ
、
地
元
の
中
学
校
教
育
の
質
の
向
上 

に
つ
な
が
る
と
期
待
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
、 

各
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
徹
底
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
県
下
全
域
の
教
育
の
振
興
充
実
に
つ
な
げ 

て
ま
い
る
。 

【小
川
知
事
】  

⑩ 
県
で
は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
へ
の
消
費 

者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
平
成
１
４
年
度
か
ら 

「
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
認
証
制
度
」
を 

進
め
て
き
た
が
、
認
証
農
産
物
の
認
知
度
が
上 

が
ら
ず
、
販
売
拡
大
や
単
価
向
上
に
繋
が
り
に 

く
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
認
証
農
家
や
消
費
者
団 

体
、
学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
聞
い
て
、
今
回 

制
度
の
名
称
と
マ
ー
ク
を
一
新
。
現
在
、
「
ふ
く 

お
か
エ
コ
農
産
物
」
の
消
費
者
へ
の
認
知
度
向
上 

を
図
る
た
め
、
「
ふ
く
お
か
の
農
業
応
援
フ
ァ
ミ 

リ
ー
」
に
直
接
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
農 

産
物
直
売
所
で
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
設
置
を
働
き 

か
け
て
い
る
。
生
産
サ
イ
ド
で
は
、
害
虫
の
防
除 

に
天
敵
を
用
い
る
新
た
な
減
農
薬
技
術
の
普
及 

を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
を
個
別
に
訪
問
し
、 

生
産
部
会
単
位
で
の
取
組
み
推
進
な
ど
に
よ 

り
、
認
証
面
積
の
拡
大
を
進
め
て
ま
い
る
。 

 

農
薬
の
誤
使
用
や
異
物
混
入
な
ど
の
事
故
を 

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
の
各 

工
程
を
、
生
産
者
自
ら
点
検･

評
価
す
る
、
い 

わ
ゆ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
に
つ
い 

て
は
、
現
在
、
県
内
全
て
の
農
協
に
お
い
て
、
取 

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
米
、 

麦
、
大
豆
、
イ
チ
ゴ
の
産
地
が
中
心
で
あ
り
、
工 

程
管
理
の
手
間
が
か
か
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、 

そ
れ
以
外
の
品
目
で
は
進
ん
で
い
な
い
。
農
業
者 

が
、
産
地
ぐ
る
み
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と 

は
、
農
産
物
の
安
全
性
確
保
だ
け
で
な
く
、
流 

通
業
者
の
評
価
向
上
に
も
資
す
る
も
の
。
こ
の 

た
め
、
県
で
は
、
今
後
、
農
協
に
お
け
る
指
導
者 

を
育
成
す
る
研
修
や
、
具
体
的
な
優
良
事
例 

を
集
め
た
手
引
書
の
作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｇ 

Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
産
地
の
更
な
る
拡
大
を
進
め 

て
ま
い
る
。 

【再
答
弁
】  

⑮ 

田
川
地
域
の
学
力
向
上
策
に
つ
い 

て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
学
力 

向
上
に
課
題
の
あ
る
市
町
村
を
学
力
向 

上
推
進
強
化
市
町
村
に
指
定
し
、
必
要 

な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
本
年
度
か
ら
、 

田
川
地
域
の
８
市
町
村
全
て
を
強
化
市 

町
村
に
指
定
し
、
指
導
主
事
の
重
点
的 

派
遣
や
非
常
勤
講
師
の
配
置
を
行
う
と 

と
も
に
、
教
員
研
修
や
教
材
・
教
具
の
開 

発
、
放
課
後
学
習
等
の
独
自
の
学
力
向 

上
策
に
対
す
る
経
費
の
補
助
な
ど
の
施 

策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
田
川
地 

域
の
学
力
向
上
に
向
け
て
、
必
要
な
施 

策
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
る
。 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

【樋
口
警
察
本
部
長
】  

⑯ 

県
警
察
で
は
、
先
般
、
工
藤
會
の
最 

高
幹
部
２
名
を
殺
人
な
ど
の
容
疑
で
通 

常
逮
捕
し
た
。
工
藤
會
に
壊
滅
的
な
打 

撃
を
与
え
る
た
め
、
今
後
と
も
、
組
織
の 

総
力
を
挙
げ
て
諸
対
策
に
取
り
組
ん
で 

い
く
。
そ
の
た
め
、
約
３
８
０
０
名
体
制
の 

「
工
藤
會
関
連
事
件
特
別
捜
査
本
部
」 

を
設
置
し
、
捜
査
活
動
等
を
更
に
強
力 

に
推
進
し
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
私
、
県
警
察
本
部
長
の
責
務 

と
与
え
ら
れ
た
権
限
を
深
く
自
覚
し 

て
、
本
県
警
察
職
員
は
も
と
よ
り
、
全
国 

か
ら
特
別
派
遣
さ
れ
た
捜
査
員
や
機
動 

隊
員
と
も
心
を
一
つ
に
し
て
、
暴
力
団 

を
壊
滅
す
る
た
め
、
未
解
決
事
件
の
犯 

人
検
挙
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
確
保
な 

ど
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん 

い
く
決
意
で
あ
る
。 

 

 

公
立
学
校
教
育
の
振
興
方
針
に
つ
い
て 

 

 

暴
力
団
対
策
に
つ
い
て 

【神
崎
議
員
】⑭
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て  

⑮
中
高
一
貫
教
育
校
に
よ
る
地
元
中
学
校
教

育
への
影
響
及
び
取
り
組
み  

【城
戸
教
育
長
】  

⑭ 

導
入
し
て
い
る
２
６
中
学
校
区
の
う
ち
約
９ 

割
に
お
い
て
、
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
緩
和
さ
れ 

た
」
、
「
小
・
中
学
校
で
協
力
し
て
指
導
に
あ
た 

る
意
識
が
高
ま
っ
た
」
等
の
成
果
が
報
告
さ
れ 

て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
の
教
育
課
程
の 

連
携
や
相
互
乗
り
入
れ
授
業
等
の
取
組
み
に 

よ
る
も
の
と
認
識
。
現
在
、
県
教
育
委
員
会
で 

は
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
効
果
的
な
指
導 

体
制
等
の
実
践
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
庁
や 

教
育
事
務
所
の
指
導
主
事
が
こ
れ
に
積
極
的
に 

か
か
わ
り
、
そ
の
成
果
を
基
に
指
導
助
言
を
行 

う
こ
と
で
、
小
中
一
貫
教
育
校
に
お
け
る
教
員 

の
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。  

【再
質
問
】
⑮
教
育
長
に
中
高
一
貫
教
育
校
の

地
元
中
学
校
への
影
響
に
つ
い
て
再
質
問
。 

 

県
立
に
よ
る
中
高
一
貫
教
育
校
の
推
進
に

は
、
大
い
に
賛
同
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
成
２
４

年
６
月
定
例
会
の
代
表
質
問
で
お
尋
ね
し
た
よ

う
に
、
地
元
の
子
供
た
ち
は
地
元
で
育
て
る
こ

と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に

向
け
て
、
１
３
学
区
ご
と
の
中
高
一
貫
校
の
設

置
を
強
く
要
望
致
し
た
。 

 

地
元
、
公
立
中
学
校
に
お
け
る
学
力
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
立
中
高
一
貫

教
育
校
の
設
置
に
よ
っ
て
、
公
立
学
校
と
の
学

力
格
差
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
教
育
長
の
答
弁
の
よ
う
に
、
人

事
交
流
や
研
修
会
な
ど
に
よ
り
、
如
何
に
公
立

学
校
と
の
連
携
を
図
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
こ
と
田
川
地
域
に
関
し
て
は
、
育
徳
館

中
学
校
も
嘉
穂
高
併
設
中
学
校
と
連
携
す
る

に
も
エ
リ
ア
が
違
う
。
従
っ
て
、
田
川
地
域
に
対

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
事
が
な
い

自
治
体
単
位
で
の
独
自
の
研
究
指
定
校
の
選
定

や
そ
の
横
展
開
、
県
教
委
と
し
て
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
強
力
な
指
導
教
員
の
体
制
や

抜
本
的
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。 

【神
崎
議
員
】⑯
暴
力
団
壊
滅
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て 



平成26年10月28日～11月7日の日程で決算特別委員会が開会され、31名の委員から今回理事に任命されました。 

新社会推進部所管（生活安全課）で、運転免許証を自主返納された高齢者の方の支援サービスについての質問です。 

平成26年度決算特別委員会（委員兼理事） 

運転免許証を自主返納された高齢者の方の支援サービスについて  

こんにちは、緑友会の神崎聡です。本日は、運転免許証を自主返納された高齢者の方の支援サービス

についてお尋ね致します。一ヶ月前になりますが、９月２０日、何の日かご存知ないと思いますが、私の誕

生日でありました。今年は３年に一度の免許更新の年でありました。それで免許更新のための講習を受け

てきました。講習会では交通教本や安全運転のテキストが渡されるのですが、それが非常にわかりやす

く、そこには交通状況の実態が詳しく書かれていました。本県の交通事故で特に気になりましたのは、高

齢者の交通事故発生状況です。そこで本県における高齢者の交通事故死者数等及び運転免許証返納

件数の推移について、予め執行部に資料を求めていますので、委員長、お取り扱いをお願いします。 

 

これを見ますと、県内高齢者の交通事故の死者数は、この１０年で半減近くになっていますが、それでも

全体の交通事故の死者数に占める割合は高く、特に７５歳以上が占める割合が高くなっています。平成２

５年中の高齢運転者による事故発生状況におきましては、平成２４年に比べて６６９件増加しています。調

べてみますと、特に運転中の確認不足やアクセル・ブレーキなどの運転操作誤りによる事故が増加してい

る実態が明らかにされています。老化や病気による身体機能の低下などで、高齢者が運転中に重大な事

故を引き起こす事案が、今後もますます発生してくることが予想されます。そのため、本県では平成１０年

から自主的に運転免許証を自主返納する制度が始まりました。この表の通り、７０歳以上に返納された方

は、平成２３年が６４０人、平成２４年が２，２９２人そして平成２５年が３，８８６人と、この３年間で増加してお

ります。ちなみに今年は９月現在で４，１６５人となっています。なお、運転免許証を自主返納された方は、

身分証明書として効力のある「運転経歴証明書」の交付を申請できるようになっています。この制度を更に

充実・拡充させることが、高齢者運転事故を防止する上で有効な手段になるんじゃないかと考えます。 

①本県では、高齢者の運転事故を減少させていくために、この自主返納制度について、どのようなお考え

をお持ちになっているのか、まず、お尋ね致します。 

 

Ａ．高齢運転者の中には、身体機能の低下を自覚し、自らの安全と道路交通に与える影響を考慮して免

許を失効させたいと考えられる方があり、このような要望に対応するため、公安委員会において、申請によ

る免許の取消し制度、いわゆる自主返納制度が設けられております。高齢運転者による交通事故は、

年々増加傾向であり、今後、高齢運転者の運転免許保有者数の増加も見込まれることから、身体機能の

低下を自覚した高齢者が運転免許証を自主的に返納できるこの制度は、交通安全を推進する上で、有

効であると考えております。 

 

②県内各地域では、返納後に申請して取得する「運転経歴証明書」を支援される協賛店で提示をすれ

ば、色々な特典や割引サービスを受けることができるそうですが、県内市町村及び民間サービスの実態に

ついて、どのように把握されているのかお尋ね致します。 

 

Ａ．運転免許証を自主的に返納された高齢者に対する支援といたしまして、県内の市町村では、本人の

身分確認の証明書として効力のある顔写真付き住民基本台帳カードの無料交付を１２市３町で実施して

おります。この中でも、４市１町については、コミュニティバス等の回数券又は無料乗車券等の交付を実施

しております。また、２市１町については、路線バス等の回数券又はＩＣカードの交付を実施しております。

また、県内では、バス事業者３社、タクシー事業者４社が運賃の割引を行っております。 

 

返納した高齢者に対して、自治体や民間による各種のサービスを行っていることがわかりました。他にも、

県内では西鉄バスや堀川バス、はかたタクシー、大牟田タクシー協会で優遇支援事業をしています。もち

ろん、堀大助委員もおられますが、太陽交通も割引サービスを提供して頂いています。 

③ただですね。このような特典やサービスが県民に伝わっているのかどうなのか、自主返納された高齢者

の方に十分に浸透していると思われますでしょうか。 

 

Ａ．交通事故をなくす福岡県県民運動本部の会議において、交通事業者による運転免許証を返納され

た高齢者に対する支援の取組みを紹介し、市町村や関係機関・団体を通じて、県民の皆様に広く周知す

るように取り組んでおります。また、県警察のホームページにおいても、自治体のコミュニティバスや交通

事業者のバス・タクシーの運賃の割引等の支援の取組みについて周知を行っております。運転免許証を

自主的に返納された高齢者にどれだけ浸透しているかということについては、把握しておりません。 

 

把握されていないということでありますけれども、広報活動とか告知、そういう情報サービスは提供している

ということなんですが、大体、高齢者の方はですね、インターネットとか、今ホームページの話されましたけ

れども、そんなに見る機会ってのはないと思うんですね。私も情報が十分に伝わっていないんじゃないか

と思います。このようなサービスは、自治体や民間が自主的に取り組まれていると思いますが、 

④運転免許を自主的に返納された高齢者の方々にとっては、非常に有り難いサービスであると思いま

す。もっと利用できる自治体や民間が増えれば良いと思いますが、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

 

Ａ．運転免許証を自主的に返納された高齢者にとっては、運転免許証による本人確認の身分証明書とし

ての機能や自動車による病院への通院でありますとか日常生活の移動手段を失うことになります。このた

め、運転免許証を自主的に返納された高齢者にとりまして、身分証明として使える証明書の交付や日常

生活の移動などを支援する市町村、民間による取組みが広がっていくことは望ましいと考えております。 

 

従来からの運転能力に不安を抱えだした高齢者やその家族が、運転免許を返納することは、大変厳しい

選択ではないかと思います。特に、交通手段の確保が厳しい過疎地などでは、生活としての足が奪われ

ることになりますから、自主返納制度とバスやタクシー等の割引サービスはセットで提供できてこそ、高齢

者が暮らしやすい安全・安心した地域が提供できるのではないかと思います。今、課長は返納された高齢

者の支援サービスについて、非常に良い事だと言われましたが、地域間での自主返納に対しての温度差

があるようです。また、特に民間サービスは、市町村の枠ではなく、広域的な地域でサービスが受けられる

ことがメリットとして大きいのではないかと思います。従いまして、 

⑤このようなサービスや特典があるという情報の告知は、市町村だけではなく、県が広く県民に対しまして

情報発信することが必要ではないかと思いますが、本県としてはどのように考えられているんでしょうか。 

 

Ａ．民間の支援の取組みについては、今後も継続して情報収集を行い、市町村と連携して、様々な機会

を通じて、県民のみなさまに広く伝わりますように紹介をしてまいりたいと考えております。  

 

少子高齢化社会に向けて、本県では「子育て応援宣言」企業や子育て応援の店推進事業を実施してい

ます。今では応援宣言企業は５，０００社を超え、子育て応援の店は１９，７６４店舗となっています。私は会

社の社長時代に登録したのが８番目でありました。県の取り組みとして最初の頃でありましたが、会社のイ

メージアップもさることながら、結婚・育児で優秀な人材が辞められるのを食い止めると同時に優秀な人材

の確保ができる機会にも繋がったと思います。 

⑥そこで、高齢化社会への取り組みの一つとして、運転経歴証明書を提示することで、様々な特典や

サービスが提供しましょうとする「シルバーサポート応援企業・サービス店舗」の登録制度を本県として始

めては如何でしょうか。企業、事業所や店舗のイメージアップだけでなくて、地域経済の活性化にもつな

がると思いますし、たとえば、一緒にいた家族や食事などで割引サービスが受けられるような店舗がでてき

たりしますとですね、おじいちゃんとかおばあちゃんとかが家族と一緒にですね、外食を一緒に楽しむ機

会も増えるのではないでしょうか。自主返納の促進により、高齢者の運転事故減少にもつながり、加えて、

新たなサービスによる需要拡大にもつながってきます。どのような特典だったらいいなと思われますか。 

決算特別委員会は一問一答 

   ～真剣な決算審議と同時に、議員の資質が問われます～ 

Ａ．まず、運転免許を自主返納した高齢者を支援する取組みについてのお尋ねについてでありますが、

県内で、こうした支援の取組みを進めていくためには、多くの事業者の理解と協力が必要であります。ま

ずは、支援の取組みが広がるように、様々な場を通じて、市町村や民間の事業者に対して、運転免許証

を自主返納された高齢者への取組みの、支援の取組みに関する情報提供を行ってまいります。  

次に、私が高齢者になって、運転免許を自主返納した場合にまず一番困りますのは、日常生活の移動

手段ではなかろうかと思います。このため、こういった交通手段の支援に関する必要なサービスがあった

らよいのではないかという風に思っております。 

 

なかなか自主返納をですね、された人の気持ちというのは、その時になってみらんと分からないんだと思

いますけれども、私でありましたらですね、公共交通機関すべてがですね、半額になるという風になった

ら嬉しいなという風に思います。そうすればですね、観光戦略としてもですね、新たな需要の開拓にもつ

ながると思いますし、いずれにいたしましても、自主返納された方のアンケート調査とかニーズ調査をで

すね、が必要な気もいたします。 

⑦それで、いまさらながら聞いてあれなんですけれども、今日質問いたします「運転免許証を返納された

高齢者の支援サービスについて」はですね、生活安全課が所管でよろしいんでしょうか。 

 

Ａ．高齢者の運転免許証の自主的な返納とそれに伴う支援については、高齢者の高齢運転者の事故防

止につながることから、一義的には生活安全課が所管であると考えます。  

 

今、一義的にはということでありましたけれども、これ、最後に新社会推進部長の方にお尋ねいたしま

す。これ、私は、長い人生を苦労された高齢者の方がですね、交通事故の被害者にもまた加害者にも

なってほしくないんです。高齢者の運転事故を防止するためにできた、この運転免許自主返納制度をで

すね、充実するためには、運転免許証がなくなった高齢者への支援サービスはかかせず、したがいまし

て、支援サービスを拡大、促進、環境整備をしなければならないという思いで今日質問いたしました。

「子育て応援宣言企業」とか、「子育て応援の店推進事業」や「福岡の農業応援団」などの取組みが成功

しているようにですね、自主返納サポート協議会、たとえばですね、シルバーサポート応援制度を発足さ

せてですね、自主返納をされて運転免許経歴書を提示した場合、県内各地で、たとえばタクシー代の割

引とか商品の無料配送だとか、あるいは協賛団体の特典内容に応じて優遇措置を受けられるようにです

ね、県として積極的な取組を検討されてはいかがかなという風に思います。高齢ドライバーの運転免許

の人口は年々これから増加してまいります。高齢者運転の事故多発は深刻な問題だと思います。私は、

自主返納された高齢者の各種サービスをですね、幅広く浸透させていくためには、生活安全課だけでは

解決できないと思います。新社会推進部として、安全で安心して暮らせる高齢者にやさしい社会を目指

す取組としてですね、新社会推進部長のご答弁をお願いいたします。 

 

Ａ．先ほどから委員もおっしゃいましたように、運転免許証をこう返す、こういうことはやはり高齢者の方に

とって、そういう移動手段を奪ってしまうということで、非常に今後の生活に支障をきたすということに繋

がっていくと、それと同時に、やはり返していただくということが安全と交通の安全ということに繋がってい

くということで、非常に大きな成果があるという風には思っております。運転免許を自主的に返納された

方、そういう移動の手段がやはり１つなくなってしまうということで、そういう移動の手段、それを支援してい

くということは、自主的に運転免許証を返納された方、返納するという、返納しやすいですね、環境をつく

るということにも繋がってきて、ひいては、高齢者の交通の安全につながるということであるという風に考え

ております。民間のそういう支援の取組み、それが広がっていくということは非常に望ましいことだという風

に考えております。まずは、こうした取組みが広がっていくように、市町村、民間事業者に対し、まずは情

報提供を行ってまいりたいという風に考えております。 

 

委員長、安全でですね安心な高齢化社会の実現に向けまして、高齢者運転事故防止策、運転免許自

主制度の促進と運転免許証を返納された高齢者支援サービス、これ大きなテーマだと思います。ぜひ、

知事のご所見をお伺いいたしたいので、お取り計らいをよろしくお願いいたします。  

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

運転免許証を自主返納された高齢者の支援サービスについて知事保留をお願いいたしました理由であ

りますけれども、少子高齢化社会におきまして、少子化対策としていち早く取り組んできました「子育て応

援宣言企業」及び「子育て応援の店推進事業」は非常に大きな成果を出してきた取組みだと私は高い評

価をしております。一方、高齢化対策においては、企業や店舗などの身近なサポートや支援サービスが

少なく感じられましたので、少子化対策で取り組んできた成果を高齢化対策でも横展開できないものかと

思っておりました。それで私は、高齢者の運転事故の防止のためにできた「運転免許証自主返納制度」

を促進するためには、高齢者への支援サービスを充実させていくことが必要ではないかと思います。 

 部長答弁では、市町村、民間事業者に対し、まず、情報提供を行ってまいりたいとのことでありました。

官民を問わず、広域的な県民運動として取り組んだらいかがかという思いでしたので、私としては少し拍

子抜けした感じがしました。やはりこういった事業構想は、トップダウンとしてスピード感を持って取り組む

必要があるのではないかというふうに思います。知事、高齢者はますます増えてきますし、時間は待って

くれません。医療費はかさみ物価や消費税は上がっていきます。年金は少ないですし、行動範囲は狭く

なりますので、知事、長年ご苦労された高齢者のためにもささやかな老後の楽しみを作られてもいいので

はないかとゆうふうに思います。運転免許証を自主的に返納した高齢者に対する支援サービスの取組

みをさらに拡大するため、高齢者が運転経歴証明書を提示することで様々な特典やサービスを提供す

るシルバーサポート応援企業、サービス店舗の登録制度の創設を是非、検討してはいかがでしょうか。

知事、私への答弁ではなくて、自主的に返納された高齢者の皆さんに対してですね、知事の考えをお

聞かせください。ご答弁をお願いいたします。 

 

知事：運転免許証を返納された高齢者に対する支援サービスでございますが、運転免許証自主返納制

度は、高齢運転者の交通安全対策の一つとして導入されているところでございますけれども、近年、高

齢者の運転者による交通事故というものが増加傾向にございます。そういう意味で効果的な制度である

というふうに私自身思っております。一方で、運転免許証を返納された高齢者の方々は、買い物や病

院、そういった自動車による日常生活の移動の手段を失うことになりますので、自治体や民間事業者に

よりまして、コミュニティバスそれからバス・タクシーの運賃割引、そういった支援の取組みが実施されてい

るところでございます。県では、こうした取組みというのがもっともっと広く浸透するように、これまで県警

察、市町村、関係事業者団体等が一堂に会する「交通事故をなくす福岡県県民運動本部」の会議にお

いてこういった取組み、動きというものを紹介させていただくほか、県警察のホームページにおきまして

も、その周知を図ってきたところ、これまでやってきたところです。こうした支援というものは、高齢者が自

主返納しやすい環境をつくっていく、ひいては県全体の交通安全の向上にもつながりますから、有意義

な取組みであると私自身思っております。このため、まずは、こうした取組みにつきまして、その活動主

体、それから取組みの具体的な内容、これらを県のホームページや全戸配布の福岡県だより、交通安全

の啓発チラシ等、これまで以上に様々な媒体というのを駆使して、より積極的に、事業者の方々、県民の

皆さまにＰＲをさせて頂きたい、これが第一でございます。第二は、交通事業者等の事業者が参加をされ

ます会議、これらの様々な場を通じまして、そういった取組みを開始して頂けないものかという働きかけを

今まで以上にやっていきたいと思います。そういったことをまずやらせて頂いて支援の輪を広げていきた

いと思っております。 



特別委員会は、非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために設置されています。 

教育庁所管（教職員課・義務教育課）で、「女性管理職登用と筑豊地区の若手教員の育成」について質問しました。 

平成26年度決算特別委員会（委員兼理事） 

女性管理職登用と筑豊地区の若手教員の育成について  

①女性管理職登用に関しての考え

方を伺う。 

 

Ａ．男女共同参画社会の実現や、優

秀な教員の人材の確保など、本県の

学校教育の充実発展のためにも、能

力を有する女性教員を積極的に管

理職に登用することが必要であると

考えている。 

 

②女性管理職登用について、どのよ

うな方針を掲げてきたのか。今後、ど

のような数値目標を掲げ、具体的に

どう取り組んでいく考えなのか。 

 

Ａ．具体的な数値目標は定めていないが、本県の男女共同参画計画において「管理職としての能力を有

している女性教員を積極的に登用する」との方針を掲げている。女性管理職登用については、大学での

養成から採用後の研修の各段階を通じた一体的な取組が必要であると考えている。養成については、大

学に対してキャリアアップの意識の醸成を図る講座の設定を働きかけてまいる。また、研修に当たっては、

市町村教育委員会や校長会との連携協力のもと、管理職にふさわしい資質と意欲を持った若手女性教

員を長期的視野に立って育成し、１０年後、２０年後を見通した育成計画の検討について、教育事務所単

位で取り組んでまいりたい。 

 

③子育てによって、管理職への意欲や関心が低下しないために、どのような取り組みをしているのか。 

 

Ａ．例えば、育児休業中に資格取得等の希望があれば、有用な情報を提供していくなど、意欲ある女性

教員が子育て期間中も積極的にキャリアアップできるよう支援していく考えである。また、管理職試験にお

いても、教員経験年数を受験資格の一つとしているが、子育て期間がハンディキャップとならないよう、本

年度から原則として育児休業期間を除算しないこととし（最大５年間）、子育てによって管理職への意欲が

低下しないよう改善を図ったところ。 

 

④３０代から予め人材を発掘することが必要ではないか。女性管理職登用には、どのような環境整備が必

要と考えているのか。 

 

Ａ．管理職になるよりも直接児童生徒に対して指導することに魅力を感じている女性教員も多く、管理職

試験の受験者が少ない状況がある。また、育児や介護などで管理職をあきらめる場合があるのも事実で

ある。このため、女性教員に対しては、学校運営への参画を増やしたり、組織的な能力を育成するための

研修会への参加を奨励するなどの取組を進めている。また、管理職への意欲向上を図るためには、若年

からの意識醸成が重要であることから、例えば、女性管理職が直接若手女性教員に対して、将来像の描

き方を伝えて、女性教員が抱いている不安要素を取り除いたり、若手教員を対象としたキャリアアップに関

する研修を行うなどの方策を、今後検討してまいりたい。 

 

⑤若手教員の長研・長期派遣研修の推進

について伺う。 

 

Ａ．長期派遣研修の選考に当たっては、市

町村教育委員会の推進に基づき、本人の

志望動機や研修歴を重視するとともに、教

員としての経験年数も選考基準の一つとし

て選考を行ってきた。しかし、近年、複雑

化・多様化する教育課題に適切に対応で

きる人材を育成する観点から、単に年齢や

経験年数によるのではなく、本人の適性や

研修意欲等を重視して選考する必要性が

増してきている。このため、市町村教育委

員会や各学校に対し、人物重視による推進を求めるとともに、様々な研修機会の活用を踏まえて人材育

成計画を作成し、長期的な展望に立って若手教員の育成に努めるよう指導してまいりたい。 

 

⑥自主的に教える側、教わる側の姿勢・取り組みに対して、どういう感想を持っているのか。 

 

管理職を含むベテラン教員は、教科指導や学級経営に関する専門的な知識や、これまでの教員としての

経験に基づく児童生徒理解や指導技術等を豊富に持ち合わせており、それらを若手教員に直接伝授す

る研修のあり方は、児童生徒に寄り添った指導力の向上に繋がると考える。このような点から、筑豊地区に

おいても教育研究所や市町村の校長会が中心となり、若手教員の育成を主体的に行うことは、大変の望

ましいと考える。 

⑦自己研鑽している管理職や教員に対して、これからどのように評価していくのか。 

 

教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努めることが必要とされている。その

ため、教員の人事評価や管理職試験においても、一人一人の課題解決に向けての研修への参加状況

やその実績等を参考としているところ。今後も、自ら能力開発や自己啓発に取り組む教員の意欲や実

績、さらにそれらを支えていく管理職の資質・能力等を積極的に評価していく考えである。 

 

⑧自主的な研修への参加や、教員としてのコミュニケーション能力など数値で測れない評価をどう評価

するのか、その人事評価のあり方が大事だと思うがどうか。 

 

人事評価においては、自己研鑽の状況・実績やコミュニケーション能力等についても、客観的で公正な

評価を行い、適材適所の人事配置と一人一人の能力向上につなげていくことが重要であると考える。こ

のため、教員の人事評価では、被評価者である教員と評価者である校長の双方が、教員の能力等を的

確に把握できるよう、自己評価と業績評価を合わせて実施しているところ。今後も引き続き、制度の安定

性確保と評価結果の人材育成への効果的な活用を図るため、評価者研修の内容充実などに取り組ん

でまいりたい。 

 

⑨マネジメント能力に優れた人を見極め、管理職として登用する一方で、スペシャリストとしてさらに授業

実践に磨きをかける教員の育成に力を入れる必要がある。教育長はこうした複線型人事制度を取り入れ

る考えはあるか。 

 

（教育長答弁）教員の人事は、

個々の教員の資質・能力や適

性等を十分に勘案しながら行

う必要があると考えている。そ

の際、管理職としての資質・意

欲がある人材や、一教員として

授業の実践を磨いていこうと

する人材を、校長や教育委員

会がしっかりと見極めながら、

本人の能力を十分引き出せる

研修計画や人材育成計画を

作成する必要がある。県教育

委員会としても、こうした視点

から人事管理を徹底してまいり

たいと考えている。 

 

⑩女性教員の管理職登用と筑豊地区の若手教員の育成について、教育長の見解を伺う。 

 

（教育長答弁）教員一人一人が有する能力を最大限に引き出すことは、管理職や教育委員会の重要な

役割である。女性管理職への登用推進のためには、女性教員自身の管理職に対する意欲に加えて、管

理職に導く校長等の意識も非常に重要であると考えている。このため、今後、校長や教頭の意識醸成に

も取り組みながら、能力ある女性教員については、積極的に管理職への登用を進めてまいりたい。また、

筑豊地区の若手教員の育成については、田川地区の教育委員会や校長会等が連携して人材育成の

推進に取り組んでいるケースもあり、こうした地域の取組を支援するとともに、今後とも、教育センター等

への長期派遣研修に積極的に派遣を行うことで、若手教員の能力向上に取り組んでまいる所存。 



政策立案能力とチョック能力を兼ね備え、何よりもパッション（情熱）を持つ議員として頑張っていきます！ 
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デ
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。
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５
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け
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ま
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【神
崎
議
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】昨
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ブ
ラ
イ
ダ
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発
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し
た
調
査
に
よ
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ま
す
と
、
全
国
の
結
婚
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な
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合
計
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５
％
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催
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の
姿
を
、
地
域
の
み

ん
な
で
祝
う
セ
レ
モ
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で
あ
り
ま
す
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み
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笑
顔
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あ
ふ
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る
結
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光
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人
た
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で
あ
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ま
す
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供
た
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に
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せ
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包
ま
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た

花
嫁
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せ
て
あ
げ
れ
ば
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古
き
良
き
風

習
が
復
活
す
る
と
思
い
ま
す
し
、
美
し
い
感
動

的
な
結
婚
式
は
、
子
供
た
ち
の
人
生
観
に
も
、

良
い
影
響
を
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え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
柳
川
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川
下
り
結
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式
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偶
然
見
た
観
光
客
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人
た
ち
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ら
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「
お
め
で
と

う
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祝
福
さ
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、
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せ
感
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「華
や
か
さ
」

な
ど
、
街
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
印
象
づ
け
さ

せ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
月
の
私
の
地

元
添
田
町
の
広
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誌
に
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、
英
彦
山
神
宮
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幣

殿
で
挙
式
を
挙
げ
た
カ
ッ
プ
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
川
下
り
の
景
観
も
素
晴
ら
し
い
で
す

が
、
英
彦
山
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登
る
ス
ロ
ー
プ
カ
―
か
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見
え
る

景
色
も
ま
た
、
幸
せ
な
お
二
人
に
は
絶
景
に
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っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
川
崎
町
に

は
、
国
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庭
園
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定
、
雪
舟
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築
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し
た
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江
氏
魚
楽
園
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あ
り
ま
す
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県
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地
に

は
、
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値
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造
物
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観
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ど
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り
、
四
季
を
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じ
て
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々
イ
ベ
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り
も
あ

り
ま
す
。
私
は
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
誘
致
に
は
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ジ
ネ
ス
と
し
て
も
大
き
な
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
知
事
に
お
尋
ね↗

 

農林水産常任委員会（副委員長）  

管内視察(筑後・行橋農林事務所） 

議員活動・議会活動 

（様々な地元からの要望活動等） 

衆議院議員会館 麻生太郎事務所 

あらゆる分野・それぞれの地域から、様々な要望や意見をネットワークを活用し、的確に取り組んでいます！ 

↙

致
し
ま
す
。
こ
の
「ふ
る
さ
と
ウ
ェ
デ
ン
グ
コ
ン

ク
ー
ル
」は
総
務
省
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光
庁
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開
催
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れ
て
い
ま
す
。
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観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
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う
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点
か
ら
有
効
な
も
の
と
考
え
ま
す

の
で
、
本
県
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
知
事
は
ど
の
よ
う
な

ご
所
見
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
お
尋
ね
致
し

ま
す
。
ま
た
、
今
の
結
婚
式
に
は
媒
酌
人
が
い
な

い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
結
婚
す
る
時
に
、
婚
姻
届

の
証
人
欄
に
知
事
や
自
治
体
の
首
長
さ
ん
が
直

筆
の
サ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
の
も
、

な
か
な
か
粋
な
計
ら
い
で
、
新
郎
新
婦
に
と
っ

て
、
良
い
思
い
出
に
な
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の
で
は
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い
か
と
思
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ま
す
。
今
後
、
本
県
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婚
姻
数
を
増
や
し
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く

に
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、
婚
活
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ど
の
結
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援
と
同
時

に
、
県
、
自
治
体
、
Ｎ
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Ｏ
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、
ブ
ラ
イ
ダ
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、
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な
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体
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な
っ
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取
り
組

む
必
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あ
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の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
知

事
に
ご
所
見
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。  

石破地方創生担当大臣 



地元行事にも積極的に参加しています。地域の皆さんとのコミュニケーションが何より大切だと思っています！ 

8月18日 月 政策審議会 

8月19日 火 代表質問調査活動 

8月21日 木 教育に関する調査活動 

8月22-24日 全国都道府県議会議員親

8月24日 日 田川まるごとﾌｪｱ北九州 

8月25日 月 新技術産業調査活動 

8月27日 水 九州自立の会政策提言WT 

8月27-29日 少子高齢化委員会視察 

8月30日 土 県立高校体育会 

8月30日 土 
道の駅おおとう桜街道

2014夏祭り 

8月30日 土 英彦山薪能 

8月31日 日 杉原英治先生受章祝賀 

9月1日 月 教育に関する調査活動 

9月2日 火 政策審議会 

9月3-5日 文化議員連盟管外視察 

9月6日 土 県立高校体育会 

9月6日 土 松本直氏叙勲祝賀会 

9月8日 月 農林水産委員会 

9月8-9日 農林水産委員会視察 

9月10日 水 議員総会・政審会議 

9月11日 木 農林行政調査活動 

9月12日 金 地域振興調査活動 

9月14日 日 関西岳陽同窓会 

9月15日 月 敬老会 

9月16日 火 ｽﾎﾟｰﾂ議連とびうめ会 

9月17-7日 9月定例県議会 

9月17日 水 九州自立の会政策WT 

9月17日 水 筑豊地区商工会懇談会 

9月18日 木 代表質問調査活動 

9月19日 金 代表質問調査活動 

9月20日 土 麻生ＯＢ会 

9月20日 土 豊徳会 

9月21日 日 
英彦山サイクルタイム

トライアル大会 

9月22日 月 代表質問調査活動 

9月24-25日 代表質問（神崎聡） 

9月24日 水 県文化議連役員会 

9月24日 水 加地議長就任祝賀会 

9月26-30日 一般質問 

9月25日 木 県文化議連講演会 

9月26日 金 県日韓議連盟役員会 

9月28日 日 
添田小PTA校内ﾚｸﾚｰｼｮﾝ

大会 

9月29日 月 県台湾議連意見発表会 

9月30日 火 JA来年度農政懇談会 

10月1日 水 農林水産常任委員会 

10月1日 水 九州の自立を考える会 

10月2日 木 
福岡大韓民国総領事レセプ

ション 

10月3日 金 理学療法調査活動 

10月4日 土 平成筑豊鉄道開業25周年 

10月6日 月 台北國立故宮博物院開会式 

10月6日 月 九州の自立を考える会 

10月6日 月 岩元副議長就任祝賀会 

10月7日 火 田川科学技術高校要望 

10月7日 火 県森林・林産業活性化議連 

10月8日 水 飯塚農林事務所視察勉強会 

10月9日-10日 農林水産委員会管内視察 

10月11日 土 県立高校体育祭 

10月12日 日 大澤俊朗氏受章祝賀会 

10月16日 木 
添田町老人ｸﾗﾌﾞ連合会創立50

周年 

10月17日 金 田川護国神社秋季大祭 

10月17日 金 上田川ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ例会 

10月19日 日 添田町公民館対抗球技大会 

10月20日 月 農林水産委員会 

10月21日 火 添田町戦没者慰霊祭 

10月21日 火 JA青年部との懇談会 

10月22日 水 地域振興調査活動 

10月23日 木 医療情報システム調査活動 

10月24日 金 全日本同和会田川地区協議会 

10月25日 土 添田町ふるさと祭り 

10月25日 土 岳陽同窓会総会 

10月26日 日 田川地区総合防災訓練 

10月26日 日 田川郡身体障害者体育大会 

10月27日 月 石破地方創生大臣訪問 

10月27日 月 決算特別委員会理事会 

10月28-7日 決算特別委員会 

10月31日 金 松山政司を励ます会 

11月1日 土 TAGAWAｺｰﾙﾏｲﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

11月2日 日 ふる里かわら秋祭り 

11月2日 日 添田町総合文化祭 

11月2日 日 田川映画愛好会上映会 

11月3日 月 上津野地区収穫祭 

11月4日 火 貴乃花部屋激励会 

11月6日 木 議員総会・政策審議会 

11月6日 木 福岡NPO共同事務所 

11月7日 金 九州の自立を考える会 

11月8日 土 福岡県立大学秋興祭 

11月8日 土 まつり川崎 

11月8日 土 権現祭り 

11月8日 土 鎮西同窓会総会 

11月9日 日 筑豊地区空手道選手権 

11月9日 日 ＭＯＡ美術表彰式 

11月9日 日 炭坑殉職者慰霊祭 

11月9日 日 興国寺千手観音大祭 

11月9日 日 赤村文化祭ﾄｺｯﾛ列車 

11月9日 日 第19回英彦山男魂祭 

11月10日 月 豊前市長・行橋市長 

11月11-12日 
第14回都道府県議会議員

研究大会 

11月11日 火 麻生太郎事務所陳情 

11月12日 水 ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 

11月13-14日 農林水産委員会管内視察 

11月15日 土 
田川科学技術高等学校10

周年記念式典 

11月15日 土 平成筑豊鉄道経営会議 

11月18日 火 
食育・地産地消ふくおか

県民会議 

11月20日 木 議員総会・政策審議会 

11月20日 木 福岡県農政連推薦状授与 

11月21日 金 少子・高齢化特別委員会 

11月22日 土 田川高校100周年委員会 

11月25日 火 安全安心特別警戒出動式 

11月27日 木 田川地区介護ｻｰﾋﾞｽ総会 

日程は紙面の関係で主な行事の一部だけ掲載致しています。 

また、印刷発行の関係で12月18日の12月定例県議会閉会日まで掲載しています。 

地元行事にも積極的に参加しています。地域の皆さんとのコミュニケーションが何より大切だと思っています！ 

ホームページやブログ、facebook･

Twitterで活動報告を発信中！ 

11月30日 日 大家参議院議員ｾﾐﾅｰ 

12月1-18日 12月定例県議会 

12月1日 月 議員総会・政審会議 

12月2日 火 衆議院議員公示日 

12月5-8日 代表質問 

12月5日 金 県文化議連役員会 

12月5日 金 県果樹振興議連役員会 

12月5日 金 田川新生病院忘年会 

12月8日 月 日韓友好議連役員会 

12月9-11日 一般質問（神崎聡） 

12月10日 水 県観光振興議連講演会 

12月10日 水 ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ優勝を祝う会 

12月11日 木 ｵｲｽｶ海外研修生交流会 

12月12-16日 常任委員会 

12月14日 日 衆議院議員投開票日 

12月14日 日 
第九を歌うバイinかわ

さき 

12月18日 木 12月定例県議会閉会 



https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

http://www.kouzakisatoshi.com https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 

http://www.kouzakisatoshi.com/ 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 副会長 

農林水産常任委員会 副委員長 

平成２６年度決算特別委員会 委員兼理事  

福岡県農政連 全体委員 

福岡県酪農調整審議会 委員 

少子高齢化対策調査特別委員会 委員 

九州・沖縄未来創造会議 委員 

福岡県文化議員連盟 副会長 

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 幹事 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 理事 

福岡県果樹振興議員連盟 事務局長 

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問 

福岡県日韓友好議員連盟 副会長 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県タイ友好議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県日台友好議員連盟 

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議員連盟 

福岡県防衛議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟 

福岡県スポーツ議員連盟 

九州の自立を考える会 政策提言委員 

神
﨑
聡
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ 

 

新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
て
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
う
ざ
き
聡
事
務
所
を
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日
（日
）よ
り
左
記
の

通
り
、
事
務
所
を
移
転
致
し
ま
す
。
午
前
十
一
時
よ
り
開
設
致
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
楽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

こ
れ
を
機
に
、
益
々
皆
様
の
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

記 

日
時 

２
月
２
２
日
（日
曜
日
）午
前
１
１
時 

場
所 

田
川
郡
添
田
町
大
字
１
０
６
１(

旧
ス
ー
パ
ー
そ
え
だ
跡
地
） 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業     

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業       

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社          

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役   

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役

平成１９年 福岡県議選（田川郡区） １３，５０８次点 

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） １３，５１９初当選

平成２３年 福岡県議会議員 

企業時代の公職経歴 

平成１２年 福岡県ＳＯＨＯ協議会 委員         

平成１３年 社団法人福岡県情報ｻｰﾋﾞｽ産業協会理事

平成１５年 飯塚市トライバレー推進委員会 委員  

平成１５年 福岡県経済動向ﾈｯﾄﾜｰｸ委員会 委員   

平成１６年 飯塚商工会議所 議員             

平成１７年 福岡県学力向上推進会議 企業代表委員

平成１９年 ＯＳＡＣ（ｵｰﾌﾟﾝ･ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺﾝｿｰｼｱﾑ）理事

平成２０年 飯塚市トライバレー委員会（ｽﾃｰｼﾞ2）委員 

企業時代の公職経歴 

平成８・９年 福岡県教育委員会特別非常勤講師   

（方城町立伊方小学校・弁城小学校情報教育担当） 

平成１０年 経済産業省「教育の情報化推進事業」採

択（田川郡内各小中学校）   

平成１１年 経済産業省「高齢者ＥＣモデル事業」採択

平成１２年 山田市情報通信整備事業（ＣＡＴＶ）   

平成１３年 サービスウェア九州を香春町に誘致   

平成１３年 ﾆｭ-ﾒﾃﾞｨｱ開発協会 障害者支援事業採択

平成１５年 飯塚市ITアジアビジネス特区        

平成１６年 e-zukaﾄﾗｲﾊﾞﾚｰｾﾝﾀｰ・ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ設立 

平成１６年 福岡県子育

て応援企業宣言      

その他、男女共同参画

事業、医療情報システ

ム事業等・・・   


